
平成21年度は、以下の事業を実施した。
①環境調査等による自然再生関連地域情報の収集、②保全再生の手引きや環境教育プログラムの作成等を通じた情
報の収集・提供、自然再生の広報の推進、③地域の専門家を交えた検討会の開催等による技術的課題への支援、④
自然再生専門家会議の開催による事業実施の支援、⑤自然再生専門家会議委員や先進的な自然再生協議会構成員
等を交えたワークショップ等の開催による地域の取組についての情報交換・技術指導。

48

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

自然再生のための地域環境データの収集整備や、専門家による調査を実施することで、地域における取組の基盤を整
備するとともに、自然再生に関する取組・技術情報の収集と普及啓発を図る。さらに自然再生協議会の設立段階での
関係者による検討会や、自然再生専門家会議委員・先進的な取組の関係者等による技術的課題解決への支援を実施
することにより、全国各地における自然再生の取組を推進。

自然再生推進法に基づく自然再生協議会の設立や、技術的課題の解決等の支援を行うことにより、地域の自然再生
の取組を促進し、自然共生型社会の実現を図る。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

3050

執行率 96 95 71

事業番号 １７１

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　         (環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成15年度自然再生活動推進費

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

　一部改善

　(５年以上事業が続いていることから、事業の効果的な実施のため、見直しを行う。広報に関する経費については特に費用対効
果を厳しく見直すべき。)

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

新たに閣議決定された生物多様性国会戦略2010において、平成24年度までに自然再生推進法に基づく自然再生協議
会を新たに８箇所増やす目標が示されており、今後、自然再生協議会の設立及び各協議会の技術的課題解決に対す
る支援等をより効果的に実施することにより、自然再生の取組を推進し、全国的・広域的な視点からの生態系ネット
ワークの形成、自然共生型社会の実現を図る。
また、全国各地で必要性が高まっている自然再生の取組について、活動状況を十分に把握した上で、課題や目的をよ
り明確にした調査・支援を実施し、予算の効率的・効果的な執行を行う。

事業者とは綿密な連絡を取り、随時必要な調整を行った上で、適正な執行がなされるよう確認に努めているとともに、
一般競争入札等により効率的な執行に努め、実施した入札により入札残が発生した。また、必要に応じ職員が現地出
張し、事業進捗や内容の把握を行っている。成果物については報告書を精査し、当該事業の実施結果及び使途の確
認を行っている。
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19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後） 35

総事業費(執行ベース) 48 37 25

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

担当課室 自然環境計画課

上位政策

課長　星野一昭自然環境局

一般会計

担当部局庁

生物多様性の保全等の推進に必要な経費

35

37 25

関係する計
画、通知等

　自然再生推進法
　第４条　国及び地方公共団体の責務
　第15条　財政上の措置等
　第17条第2項　自然再生専門家会議

生物多様性国家戦略２０１０
第２部第１章第３節　自然再生

22年度 23年度要求

○予算繰越（当該年度の前年度からの繰越額）

19年度 20年度 21年度

－ 0 0



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

環境省

２５百万円

自然再生推進法に基づく自然再生協議会の設立や、技術

的課題の解決等の支援を行い、地域での自然再生の取組

を促進することにより、自然共生型社会の実現を図る。

東北地方環境事務所

2百万円

保全再生の手引きの

作成・配布等を通じた

自然再生情報の提供

と広報の推進

中部地方環境事務所

５百万円

保全再生の手引きや環境

教育プログラムの作成・

運用を通じた自然再生情

報の提供及び広報の推

進と、地域の専門家を交

えた検討会の開催による

技術的支援

近畿地方環境事務所

８百万円

環境調査等による自然

再生関連地域情報の収

集及び再生地管理計画

作成による技術的支援

中四国地方環境事務所

４百万円

環境調査等による自然再

生関連地域情報の収集及

び専門家による技術的支

援

D. 横浜ﾊｲﾃｸﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞ(株)

７百万円

【一般競争入札】

自然再生専門家会議

委員や先進的な自然再

生協議会構成員等を交

えたワークショップ等の

開催による地域の取組

についての情報交換・

技術指導

【少額随意契

及川印刷

0.9百万円

保全再生の手引

きの作成・配布

等を通じた自然

再生情報の提供

と広報の推進

A. (株)環境アセス

メントセンター

２百万円

【企画競争】

環境教育プログラ

ムの作成・運用を

通じた自然再生情

報の提供及び広

報の推進

【少額随意契約】

環境調査等による自然再生関連地域情報の収

集及び再生地管理計画作成による技術的支援

C. (株)東京久栄

３百万円

【一般競争入札】

環境調査等による自然

再生関連地域情報の

収集及び専門家による

技術的支援

○予算繰越（当該年度の前年度からの繰越額）

19年度 20年度 21年度

－ 0 0

蒲生を守る会

0.8百万円

B.(株)環境公害研

究センター

２百万円

（株）緑化技研

0.9百万円

（特非）神於山保全クラブ

0.9百万円

アインズ(株)

0.5百万円

NPO法人自然

再生センター

0.6百万円

日本アド企画(株)

0.9百万円

環境設計（株）

0.7百万円

共同精版印刷（株）

0.6百万円

【少額随意契約】

久保川自然再

生研究所

0.4百万円

【少額随意契約】

【一般競争】

【少額随意契約】

復建調査設計(株)

0.9百万円

復建調査設計(株)

0.9百万円

復建調査設計(株)

0.9百万円



費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

A. (株)環境アセスメントセンター E.

使　途
金　額

(百万円）

雑役務費  自然再生活動推進調査費 2

計

費　目 使　途
金　額

(百万円）

0計 2

雑役務費  自然再生活動推進調査費 2

B. （株）環境公害研究センター F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 2 計

C. (株)東京久栄 G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

雑役務費  自然再生活動推進調査費 3

金　額
(百万円）

費　目

0

D. 横浜ﾊｲﾃｸﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞ(株) H.

計 3 計

使　途 金　額
(百万円）

雑役務費  自然再生活動推進調査費 7

費　目 使　途

0計 7 計

○予算繰越（当該年度の前年度からの繰越額）

19年度 20年度 21年度

－ 0 0


